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研究成果の概要（和文）：薬害概念がきわめて日本の文脈に依存した固有のものであることを、薬害エイズ問題
を中心事例に、日本と初期条件が近い英国などとの比較から明らかにした。その特質は、サリドマイドやスモ
ン、肝炎といった異なるイシューの被害者たちを「薬害被害者」として連帯させる機能に加え、原疾患である血
友病や障害など従来の連帯との「切り離し」を促す点にある。さらに、公害訴訟運動の社会的背景から薬害概念
が提示された点も指摘でき、今後の調査研究課題となった。

研究成果の概要（英文）：In being inherent that the concept of Drug-Induced Sufferings (DISs) 
extremely depended on the context of Japan, we clarified the issue of HIV/AIDS from a comparison 
with the U.K. that Japan and an initial condition were near in a central example. We add it to a 
function to let thalidomide and SMON, the victims of the different issue such as the hepatitis be 
joint as "DISs victim", and there is the characteristic at a point promoting "the cutting apart" 
with the conventional solidarity such as hemophilia or the handicap that are an underlying disease. 
Furthermore, we could point out the point where the concept of DIS was shown from the social 
background of the environmental pollution suit campaign, and it was a future research problem.

研究分野：医療社会学・社会運動論

キーワード： 薬害　HIV/AIDS

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
英国など海外事例との比較から、薬害概念が日本に特有の概念であること、個別の医薬品による集合的健康被害
を「薬害」と名指す社会的背景を公害問題や個々の患者組織の活動から明らかにした。これまでにも社会学や薬
学での薬害定義や分析・検討はおこなわれているが、イシュー横断的かつ通史的な独自の薬害研究となってい
る。加えて、現在編集中の初学者向けテキスト『薬害と現代社会（仮題）』により、薬害教育をさらに推進する
ことが可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本調査研究は、日英を中心とする国際比較研究を通して、日本に特徴的な「薬害」概念がどの
ような要因と過程により創り出されたのかを、「被害者」の連帯可能性の観点から考察した。 
 いわゆる薬害問題とは、多くの患者が医薬品により享受すべき有効性（主効果）よりも副作用
が上回った場合を意味するとされてきた。とりわけ従来の社会学分野による調査研究は、行政や
企業の瑕疵や不作為に着目し、一方を加害者、他方を被害者と位置づけることで薬害問題を切り
取ってきた。この点で薬害問題とは、集団訴訟などの形をとった、補償・救済を求める集合的な
問題開示のプロセスを意味する。このような加害者と被害者を措定する問題理解の様式は、同じ
被害を受けた人々を結びつけ、補償と救済を求めていくものであったが、他方で「加害者」と名
指された医師や政府、製薬企業は訴訟の過程でスケープゴートとされることで口と心を閉ざし、
結果として第三者による真相究明は後年の大きな課題となった。このような問題状況を受けて、
本調査研究の前身にあたる養老孟司を委員長とする「輸入血液製剤による HIV 感染問題調査研
究委員会（2001〜2009年；以下「養老研」と表記）」は、医師たちの当時の思いや教訓、さらに
は患者・家族の経験をライフストーリー・インタビューにより聞き取ることで、「被害者」と「加
害者」双方の立場を観取してきた。とはいえ、薬害概念の分析に正面から切り込むことは上記の
理由からはばかられ、薬害概念がもつ、容易に問題理解に至る枠組みを提示するという順機能と、
強力な加害-被害図式により多様な声がかき消されてしまうという逆機能に分析の焦点を合わす
ことがこれまではできなかった。 
 加えて、薬害問題理解は、少なくとも世界共通の自明のものではないことは、これまでの国際
学会での報告などの反応や、研究開始前年におこなった英国の血友病患者組織 Haemophilia 
Society に対するインタビュー調査から仮説として浮上していた。このことは薬害にあたる英訳
語が見当たらないことにも表れている。この原因は大きく二点考えることができる。まず、「Drug-
Induced Suffering」などと問題や被害を引き起こした事実関係を直訳したとしても、上述した薬
害概念に込められた政治的・運動的問題開示の様相までを表現できない点である。もう一つは、
薬害概念が指し示す対象がかなり多様であるためである。たとえば薬害エイズ問題では、先天的
に止血がままならない血友病患者に輸注された（非加熱濃縮）血液製剤は高い止血効果を有し、
血友病の治療に必要不可欠なものであったが、HIV の混入により 1,400 余人が感染被害に遭っ
た。他方、妊娠初期にサリドマイドを含有した市販薬を服用したことで胎児に上肢・下肢の奇形
を生じさせたサリドマイド薬害の場合、被害を受けたのはつわり止めとして医薬品を服用した
本人ではなく胎児であり、使用する医薬品の必要度にも大きな相違がある。したがって、「薬害
被害者」と一括りにして理解することは、個々の薬害被害の多様性や多声性を大きく削ぎ落とし
てしまうことになりかねない。他方で、「薬害再発防止」を掲げた「全国薬害被害者団体連絡協
議会（以下「薬被連」と表記）」が 1999年に発足し、多様な薬害被害者たちが連帯する「被害
者の再創造」が生起している。このような動きは、調査開始時点では海外で皆無とみられ、どの
ような要因と過程により「被害者」あるいは「薬害被害者」という連帯の形式が創出されるのか、
という問いが浮上した。 
 
２．研究の目的 
 これまでの調査研究蓄積を踏まえ、薬害エイズ、サリドマイド薬害の他、日本で最初に「薬害」
を掲げて訴訟運動を展開した薬害スモンなど、調査研究対象を広げるとともに、薬害エイズに関
して日本と共通点の多い英国をはじめとする国際比較を目的に、薬害問題の国際発信と海外事
例との対話を企図した。 
 薬害概念はさまざまな要素を含んだ概念であり、世界の同種の問題と比較研究の俎上に乗せ
る際には、従来の薬害理解である加害−被害図式を援用するだけでは不十分である。特に、日本
とは被害規模や社会的背景が大きく異なる欧米諸国との比較研究は慎重に進めなければならな
い。本調査研究で中心的に取り上げた英国の事例は、日本と同じように集団訴訟が生起している
にもかかわらず、先行研究での言及は驚くほど少ない。実際には、日本と英国は、問題発生の初
期条件や社会的背景に共通項がいくつかあることから、前年のインタビュー調査や、2018 年に
グラスゴーで開催された国際血友病連盟国際会議（World Federation of Hemophilia）の機会を得
て、データを収集した。本調査研究では医学系を含めた学際的な研究体制の下で、各国の先行研
究や「被害者」の聞き取りデータをおもに医療社会学的に分析し、国内外に「薬害」概念を発信
し、「被害」概念の再考の意義を問うた。 
 以上から、本調査研究では以下について明らかにすることを目的とした。（１）対照的な他国
との比較を試みるのみならず、初期条件で高い類似性のある英国との比較を通じて、薬害エイズ
を中心に薬害概念と被害者の連帯の様式を考察する。（２）薬害被害者たちがどのような連帯を
模索し実現させたのかに着目することで、他の健康被害事例との対話可能性と一般化可能性を
拓く。（３）長年に渡り聞き取りに従事してきた社会学者に、医学系研究者を加えた学際性の高
い研究体制を構築し、「薬害」や「被害者」の多声性を検討し、国内外に研究成果を問うていく。
（４）「被害」は与件ではなく、各種承認を求める動きなど社会的な相互行為を経て立ち現れる
概念であることを明らかにする。すなわち「被害」経験を受け入れ（再）創造していく「Becoming 
Victims」のプロセスから「薬害被害」の実態に迫るという、従来には無い観点による調査研究で
ある。（５）医療的問題や健康被害を以上のような観点から記述・分析する研究は世界に例を見
ない野心的なプロジェクトである。 



 
３．研究の方法 
 薬害エイズに関する先行研究では英国の事例紹介はかなり少ない一方、スキャンダル度の高
いカナダやフランス、あるいは非加熱濃縮製剤の最大の供給元であるアメリカでは、HIV感染問
題に関する報告書や先行研究が既に公表されている。これら先行研究の検討から、各国の血液事
業体制、HIV感染の問題化のプロセス、血友病患者団体の動向、集団訴訟の有無、補償・救済の
スタイル、といった分析項目を整序する。 
 次に、大英図書館には血友病患者のオーラルヒストリーのアーカイブデータが 60件所蔵され
ていることが開始前年の調査から判明している。これらをトランスクリプト（逐語録）に文字化
し、英国の血友病患者の置かれた社会的文脈を考察する。さらに、英国血友病患者組織
「Heamophilia Society」への追加インタビューと資料収集により、こんにち先鋭化しているＣ型
肝炎感染問題とのデータの突き合わせもおこなう。 
 さらに、これまでの聞き取り調査で不足している薬害エイズの東京原告団に関するインタビ
ューデータ、ならびに日本の薬害問題の嚆矢である薬害スモンに関するインタビューを追加す
ることで、薬害被害者としての語りとその文脈を抽出する。 
 国内外のインタビューデータは「Becoming Victims」プロセスとして医療社会学的考察を加え
る。「薬害被害者」であることは所与ではなく、創り出されるものであり、後の薬被連での薬害
被害者たちの連帯にみられるように、新たな連帯が「再創造」されることもあるのではないか。
本調査研究ではこのような「被害」経験や「薬害」概念が（再）創造されるプロセスを「Becoming 
Victims」として概念化する。以上の理論的検討はおもに医療社会学の観点を中心におこなうが、
本調査研究には複数の医学系メンバーが所属していることから、多声的な「薬害」「被害」概念
の彫琢が可能となった。その中には、ISA（International Sociological Association）トロント大会（2018
年 7月）での RC15（Sociology of Health）と RC25（Language and Society）とのジョイントセッシ
ョン「Being Victim」での複数メンバーの成果報告、日本社会学会のテーマセッション、日本保
健医療社会学会での報告を目標とした。加えて、最終年度に制作する最終報告書、さらに薬害初
学者のためのテキストの刊行を目指した。加えて、医学系メンバーなどによる「薬害教育」の実
践により、学生らの薬害理解を深化させるとともに、医薬品をめぐる健康問題と社会問題に理解
のある医療従事者の育成を推進した。 
 
４．研究成果 
 本調査研究で明らかとしたのは、下記の大きく三点に集約できる。 
(1) 薬害概念による連帯と切り離し 
 英国との比較調査研究により、日本の薬害概念が、スモンやサリドマイドなど異なる問題の被
害者たちを連帯させた点に加え、英国の血友病患者のオーラルヒストリーなどから、薬害エイズ
に関して、別様の連帯があったことを明らかにした。日本では、訴訟を闘い、十分な補償を得る
ために不可欠な資源として薬害概念があり、そのため、イシューの差異を超えて被害者たちを結
びつける機能を果たした。このことは、サリドマイド薬害被害者が、薬害エイズ問題が起きた際
に「また自分たちと同じ「薬害」が起こってしまった」という感覚をもった点によく表れている。
英国ではいわゆる他の薬害問題とのつながりは皆無であり、「薬害被害者」になることなく、個
別の問題に対する補償運動を展開していた。これらが薬害概念のもつ連帯機能である。 
 他方で、薬害エイズの場合に顕著であるが、患者組織など従来の活動体からの「切り離し」が、
薬害問題では指摘できた。薬害エイズでは、もともと原疾患である血友病コミュニティが患者運
動を展開していたが、エイズ問題の生起によりコミュニティが機能不全となり、HIV感染者たち
は患者会とは別個に原告団を立ち上げての活動を余儀なくされた。このことは、現在でも血友病
コミュニティの中で元原告は特別な位置を占める点からも明らかである。英国では血友病患者
（のみ）の権利擁護・補償運動として活動しており、1990年代に長らくWFH会長を務めたアイ
ルランド人は、薬害問題を血友病コミュニティの問題として切り出し、強大なリーダーシップを
発揮した。一方で、同じ HIV 感染であっても、薬害運動と血友病の運動のいずれも、性感染な
どとの差別化が目的の一つとされていたことは共通していた。 
 以上の考察は、日本社会学会のテーマセッション「Becoming “Victims”——「被害者」になる
プロセスの社会学的検討」（2017年 10月）および ISAトロント大会にて、本調査研究メンバー
が企画したとのジョイントセッション「Being Victim」（2018年 7月）での複数メンバーによる口
頭報告のかたちで成果報告した。 
 
(2) 公害問題との連続性 
 薬害概念の始原をたどるために薬害スモン問題を調査研究対象とした点も特筆できる。調査
研究では、当事者の聞き取りや、保健医療社会学の観点から当時に聞き取り調査を敢行していた
故・飯島伸子の調査資料が収められた「飯島伸子文庫」（常葉大学附属図書館）での資料の渉猟
をおこなった。 
 薬害スモンは伝染病からくる偏見や差別の問題により患者は健康問題に上乗せされた苦しみ
を受けていたことを飯島は指摘している。スモンは単なるキノホルムによる健康被害の次元を
超えて、仕事や人間関係や家族関係にも影響を与える甚大な被害を及ぼしていた。しかも、その
被害の上乗せは、結果的に「スモンウイルス説」を採る医師たちによりなされた点が特筆できる。



現在では、スモンの原因は下痢に処方した整腸剤キノホルムであると判明しているが、1960 年
代にはウイルス説が優勢であり、1970 年時点でもキノホルム説とウイルス説が併存した状況で
あった。それゆえ、よかれと思って処方した整腸剤により、かえって下痢が悪化しスモンを招く
という転倒が広く生じた。結果、ウイルス説を採る医師・病院ではキノホルムが投与され続ける
という悲劇が続いた上、ウイルス説により、隔離・排除の方便が横行した。そのことは、訴訟運
動に対して「学生運動の残滓」であるとする偏見も存在するなど、当時の薬害被害者を取り巻く
厳しい状況を示していた。 
 しかし、スモン訴訟運動が先行する一連の公害訴訟の戦術を採用し、薬害概念を提唱すること
で薬害概念が定着していったことは見逃せない。1970 年代まで薬害とは農薬による健康被害や
覚醒剤など危険ドラッグの乱用と混同して使用されていた不分別な概念でしかなかった。スモ
ン訴訟運動は明確に薬害問題という問題理解のカテゴリーを提示し、後続の薬害問題に影響を
与えたことになる。公害問題とのより詳細かつ具体的な連続性については、今後さらなる考察が
必要となるが、戦後のいきすぎた資本主義・産業主義が産み落とした諸問題に対する反応として
とらえることにより、薬害概念のもつ意義がより明らかにできる。 
 上記の研究成果は、日本保健医療社会学会大会（2019 年 5 月）にて複数メンバーにより、薬
害スモン、サリドマイド薬害、薬害エイズ、さらに類縁事例として食品公害に関する報告をおこ
なった。 
 
(3) 『薬害と現代社会（仮題）』の執筆 
 本調査研究の成果は、上記学会報告や論文のみならず、医療社会学や医学・薬学・看護学の実
際の教育現場にも医学系メンバーにより還元されている。しかし、医療社会学の観点から編纂さ
れた薬害に関する教材は少なく、上記の研究成果を踏まえたものは本メンバーにより制作する
他ないという結論にいたった。 
 現在編集中の『薬害と現代社会（仮題）』は、『薬害の社会学』（1985年）では言及されていな
い薬害エイズや薬害肝炎問題を取り上げている他、初学者にも対応可能な講義用テキストを企
図している。(1) 基礎編では、薬害概念の定義や歴史、薬害を取り巻く医療制度のあり方などを
概説することとした。(2) 各論編は、分担研究者の専門領域を踏まえて、薬害エイズをはじめ、
サリドマイド薬害、薬害スモンなどをコラムを含めて構成した。 (3) 応用編では、食品公害やメ
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 研究期間中に上梓することは叶わなかったが、2021年春の刊行をめざして改稿を重ねている。
今後は、より専門性の高い研究書の刊行を予定している。 
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